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抗ヒト食道癌モノクローナル抗体 (KIS‐1)の

反応特異性の検討
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はじめに !ヒ ト癌に対するモノクローナル抗体は現

在,癌 の診断や治療(Targeting療 法)に応用され注 目

されている。食道癌の術後遠隔成績は,他 の消化器癌

の成績 と比べるといまだ低率であ り, さ らに予後向上

を図るためには,手 術術式の改良や癌の早期発見およ

び有効な補助療法の開発が必要 と考える。そこでわれ

われは,モ ノクローナル抗体を用いた新 しい食道癌の

診断と治療を開発する目的で,抗 食道癌モノクローナ

ル抗体を作製してきため。今回,ヌ ー ドマウス可移植 ヒ

ト食道癌株 (KE‐2,当 科樹立)を 免疫原 として新たに

マウス型抗食道癌モノクローナル抗体 (KIS‐1)を 作製

したので,そ の抗体の反応特異性や性状を明らかにす

るとともに臨床応用への可能性についても検討した。

対象 と方法 :KE‐2を免疫原 として,常 法に従いモノ

クローナル抗体 KIS‐1(IgGl)を 作製 した。当科で外科

的に切除された食道癌38例,食 道肉腫 1例 ,胃 癌16例,

大腸癌 5例 ,肺 癌14例および非癌組織の凍結新鮮標本

を用い,酵 素抗体間接法(ABC法 )で染色した。なお,

染色陽性の判定は,マ ウスIgcを 用いた陰性対照 と比

較 して,KIS,1で 染色された場合を全て陽性とした。抗

体の認識抗原の生化学的性状は,癌 組織の凍結切片を

用い prOtease(0.lmg/ml,30min),neuraminidase(1

1U/ml,60min),過 ヨーソ酸 (20mM,60min)で 処理

し,抗 体の反応性を ABC法 で染色して未処理群 と比

較検討した,

結果 !KIS‐1は,癌 細胞膜に染色性を認め,角 化巣や

癌間質には染色性を認めなかった。KIS‐1と各種悪性

腫瘍 との反応性は,食 道扁平上皮癌では94`7%,肺 扁

平上皮癌では85.7%と の高い反応陽性率を示した。 し

かしながら胃癌では6.3%,大 腸癌では 0%,肺 腺癌で

は40%と 反応陽性率は低率であった (Table l)。 非癌

組織については,食 道粘膜の基底層から有療層にかけ

てのみ KIS‐1の染色性が15例中 8例 (53.3%)に 認めら

れたが,その他の健常組織には染色性を認めなかった。

抗体の認識抗原の生化学的性状は,neuraminidase,過
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Table l linmunohlstoche■ lical reacti宙ty of

a monoclonal antibody KIS-l with h― an

malignant tissues

ヨーソ酸処理で反応性に変化を認めず,proteaseで著

明に反応性が低下した。

考察 :KIS‐1は健常食道上皮の基底層から有療層に

かけて染色されたが,癌 組織では食道癌,特 に痛平上

皮癌に極めて高率に反応することから扁平上皮癌関連

抗原を認識しているものと推測された。KIS-1は,neur―

aminidaseや過 ヨーソ酸により抗原性の失活を認め

ず,proteaseに より抗原性の失活を認めた ことによ

り,細 胞膜の蛋白性抗原を認識するものと思われた。

現在,抗 体の認識抗原の解析や生体内分布について検

索中であるが,ヒ ト食道癌に高率に反応することから,

KIS,1は, ヒ ト食道癌の診断 (tumOrimaging)や 治療

(targeting療法)に おいて臨床応用の可能性が示唆さ

れた。
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